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1 章．序論	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

1-1．研究の背景	 

	 日本全国で高齢化が進行する中で，厚生労働省では

地域包括ケアが促進され，高齢期になっても住み続け

られる一定の基準を満たした住宅がサービス付き高齢

者向け住宅（以下サ高住）として高齢者住まい法で位

置づけられている．1)しかし，その基準は明確とは言え

ず，施設によって併設施設やサービスが大きく異なる

ために，同じサ高住とは言ってもその居住環境や設備

は一通りでは表せない． 
	  
1-2．研究の目的と対象	 

	 本研究では，サ高住の共用空間における配置計画の

現状を把握し，建築計画とコミュニティ形成の関係性

を明らかにすることを目的とする． 
	 対象は今後の高齢化がより顕著であると言われる首

都圏の中で，高齢化人口の増加率が全国 2 位のスピー

ドで増加している千葉県とする．千葉県では平成 26

年から平成 52 年の間で 11．2％上昇すると予想されて

いるが，その中でも特に高齢者の増加率が 25％以上で

あった 28 市町村を対象として調査を行う． 2) 

	 

1-3．既往研究と本研究の位置づけ 
	 高齢者施設の空間に関する既往研究では，山田らに

よる共用部の使われ方に関する研究 3)，飯島らによる

有料老人ホームの共用空間のあり方に関する研究 4)な

どがあり，主にサ高住における実態調査，ヒアリング

調査が多く見られた．しかし，建物全体に対する共用

空間の構成について研究しているものはほとんど見ら

れない．そこで，本研究では共用空間の配置計画と利

用実態に着目してサ高住の計画の違いがコミュニティ

形成にどのような影響を及ぼすかについて研究する． 
	 

1-4．研究方法	 

	 前述の 28 市町村にあるサ高住へ資料請求を行い，館

内図資料の得られたサ高住 21 カ所を対象に簡略図面

の作成をした後に分類し，その中から選定したサ高住

について現地調査を行う．現地調査では，観察調査と

運営者に対するヒアリング調査から住民間のコミュニ

ティがどのように行われているのか，共用空間に着目

して調査を行う．ただし，本研究でいう共用空間とは，

食堂，コミュニティスペース，洗濯室，共同浴室等の

住民が自由に利用できる空間とし，廊下は含まないも

のとする．	 

	 

2 章．サービス付き高齢者向け住宅の現状と課題	 	 	 	 	 	 

	 国土交通省では平成22年から10年間で60万戸の整

備目標が掲げられ，平成 28 年 8月の時点では登録数は

205,355 戸，6,294 棟となっている．千葉県はそのうち

8,503 戸，243 棟を持っている．5)	 

	 施設ではなく，住まいとして自由に暮らせることが

特徴で，地域包括ケアの拠点としても考えられている

が，実際には専用面積が基準の最低限に近い住宅が多

く，十分な広さとは言えない．従ってサ高住の中での

共用空間は第 2 のリビングでもあり，住民のコミュニ

ティの場として重要な役割を持つと考えられる．	 

	 

3 章．図面から見る配置構成の分析	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 共用空間の配置について図面から分析した．調査対

象の住宅では，すべての住宅に食堂があり，1 階のみ

に食堂が配置される住宅が 14 件，各階に食堂が配置さ

れる住宅が 5 件，複数階に食堂が配置される住宅が 2

件であった．その他にコミュニティスペース(談話室，

tab.1	 調査対象のサ高住一覧 
（参考文献(6)を元に筆者作成） 
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ラウンジ等を含む)が 67％のサ高住で見られた．	 

	 各サ高住の住戸数に対する，食堂とコミュニティス

ペースの合計面積の関係を fig.1 に示す．また，専用

部分の設備（トイレ，洗面，台所，収納，浴室）が完

備されているのか，台所または浴室が共同利用である

のかを色別に示した．	 

	 fig.1 の近似直線を見ると，住宅の専用部分の設備

が完備されているのか，されていないのかによって共

用部の広さに特徴が見られ，設備が完備されている方

が近似直線の傾きが小さいことが分かる．このことか

ら，設備が完備されている住宅では食堂とコミュニテ

ィスペースの合計面積の割合が少ない傾向にあること

が分かる．	 

	 

4 章．利用実態の調査	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 3 章で分析した結果を元に，選定した住宅での現地

調査を行った．fig.2 に事例 G の平面図と tab.2 に調

査結果を示す．	 

	 	 

	 事例 G では 1 階に食堂があり，その他にコミュニテ

ィスペースが 2 階と 3 階に配置されている．この住宅

ではイベントやサークル活動が定期的に行われていな

いが，1 日 3 食の食事の時間に全員が 1 カ所に集まる

ため，住民同士のコミュニティが形成されやすい．ま

た，コミュニティスペースの横に洗濯室が配置されて

いることから，洗濯の待ち時間や風呂上がりの利用が

多く見られることがわかった．部屋が十分な広さでは

ないために，友人が来た際にも部屋に招くのではなく，

コミュニティスペースを利用していた．	 

	 

5 章．考察および今後の展望	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 サ高住の共用空間は食堂の他に，コミュニティスペ

ースが約 7割の住宅で設けられ，その形式はラウンジ，

和室，長屋通り，共用テラスなど，各住宅でさまざま

であった．また，各階に少なくとも食堂またはコミュ

ニティスペースのどちらかが配置されている住宅が多

い傾向があった．コミュニティのきっかけは，食事，

イベント，共用設備の利用時が多く，洗濯室等の共用

設備のある空間に隣接してコミュニティスペースを配

置することで，よりコミュニティが生まれやすくなる

と考えられる．	 

	 一方で，共用空間が食堂のみで，食事サービスの利

用が選択制であるサ高住の中には，イベントを実施し

ても参加者が少なく，住民間のコミュニティが形成さ

れにくい住宅も見られた．このようなサ高住では住民

の自由な生活を尊重し，プライバシーは守られやすい

が，寂しさを感じている住民もいることがわかった．	 

	 本研究では，対象を絞り，配置計画に着目した調査

を行った．今後は，共用設備との位置関係やコミュニ

ティスペースの扉の有無による比較等を加え，現地調

査を増やしていくことで，建築計画とコミュニティ形

成の関係性をより明確にしていくことを目指す．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
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fig.2	 タイプ aの事例 G 

（住宅請求資料をもとに筆者作成） 

fig.1	 住戸数に対する食堂とコミュニティスペースの関係 
（参考文献(6)を元に筆者作成） 

 

tab.2	 事例Gの調査結果 
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